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１．２１年度（第４年次）教育実践研究の概要

�サイエンス・リテラシー・プロジェクト�（ＳＬＰ�）

の４年次実践

中学２年・３年、２単位必修、全生徒対象

�サイエンス・リテラシー・プロジェクト�（ＳＬＰ�）

の３年次実践

高校１年・２年、２単位必修、全生徒対象

�アドバンスト・サイエンス・プロジェクト（ＡＳＰ）

の３年次実践

高校１年・２年・３年、２単位履修可能、選択履修

�キャリア意識形成プログラムの継続実践

中学１年～３年、高校１年～３年、１単位必修、全生

徒対象

�ＳＳＨ生徒研究員制度の試行と発展

高校生の希望生徒を対象にした少人数のプロジェクト

型研究の試み

希望生徒を名古屋大学「基礎セミナー」に参加させ、

大学の研究を体験する

高校１年～３年対象

�大学と連携した多面的教育評価３年目の実施

意識調査、思考過程を知る調査等の多面的な教育評価

の試み

�協同的探究学習法に関する実践研究

学習方法の特質と有効性の確認

�既存理数教科の基本方針

中学・高校理科、中学・高校数学の基本方針の確認

�既存教科へのフィードバックと研究成果の発表

サイエンス・リテラシーを育成する各プロジェクトと

既存教科との関連性と役割分担の明確化

既存教科における中高六カ年のシラバス作りに取り組

む

ＳＳＨ研究協議会と中高一貫研究協議会を開催し、こ

れまでの教育実践研究を公開する

�ＳＬＰ�の教材化の継続

これまでのＳＬＰ�の教育実践で使用したテキストや

資料の教材化の取り組みを今年度も継続する

２．２１年度（第４年次）教育実践研究の具体的概要
と目標

�３年次のサイエンス・リテラシー・プロジェクト�

（Science Literacy Project �）

　併設型中高一貫教育課程の個性探究期（中学２年と３

年）に、科学講座、ものづくり講座、表現講座、地球市

民講座の４つの講座を開講し実践した。科学講座を全員

必須として、４つの講座から１年間に２講座（半期ず

つ）、２年間で合計４講座を学ぶ。

　サイエンス・リテラシーの基盤となる力に焦点化し、

好奇心の育成を目標に、「幅広く興味・関心を掘りおこ

す」機会とする。

＜基本コンセプト＞

　好奇心の扉を開くことを目標に、幅広く興味・関心

を掘りおこす。

＜目標とする学びの力＞

１）科学への興味・関心

２）想像力・創造力

３）自然観察力

４）実験技術力

５）論理的思考力と表現力

６）科学・科学技術の社会的課題に関する理解力

�２年次のサイエンス・リテラシー・プロジェクト�

（Science Literacy Project II）

　教育課程の専門基礎期（高校１年と２年）に、全生徒

を対象に高校１年生に「自然と科学」、高校２年生に「地

球市民学」の２つの講座を開講し実践した。講座の学習

内容について専門的、総合的コーディネータをする大学

教員、主な授業実践をする附属学校の教員が協同でカリ

キュラムをデザインし、教育実践する。

　高等教育との学びの接続と教科横断的な分野を、特に

科学的な思考力、科学的な探求力を重視し、地球市民と

してのサイエンス・リテラシーの育成を目標に学習する

機会とする。

＜基本コンセプト＞

　教科横断的な分野について、科学的思考力、科学的

探求力を重視しながら学び、地球市民としてのサイエ

ンス・リテラシーを育成する。

＜目標とする学びの力＞
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１）科学への興味・関心

２）科学的探究力（データの解釈・分析・推論・批評）

３）人間・自然・社会に関する科学的理解力

４）論理的・多元的・批判的思考力と表現力

５）課題設定・課題解決力

�アドバンスト・サイエンス・プロジェクト（Advanced 

Science Project）

　教育課程の専門基礎期（高校１・２年生）と個性伸長

期（高校３年生）の希望者を対象に、「自然と科学」学術

コースでは、生命科学探究講座、「地球市民学」学術コー

スでは、地球市民学探究講座を実践する予定である。

＜基本コンセプト＞

　高等教育の先端的、専門的内容の学習を通して、地

球市民としての高度なサイエンス・リテラシーを養い、

将来の自覚的なキャリア意識を育む。

＜目標とする学びの力＞

１）科学への興味・関心

２）科学的探究力（データの解釈・分析・推論・批評）

３）人間・自然・社会に関する深い科学的理解力

４）論理的・多元的・批判的思考力と表現力

５）科学的方法を用いた課題設定・課題解決力

６）自覚的なキャリア意識の形成

�キャリア意識形成プログラムの継続実践

　併設型中高一貫校におけるキャリア意識の形成を目標

に、中高６ヵ年の発達段階に応じたキャリア意識の形成

を育む学習を実践する。

＜基本コンセプト＞

　多くの人との出会いや多面的な学習から自分の興

味・関心が何かを探りながら、豊かで多面的な学習環

境の中で自分の学習を跡づけ、将来の自分の生き方に

ついて人や社会とのかかわりの中で、ともに学び合い

ながら自覚的なキャリア意識を育む。

＜目標とする学びの力＞

１）探求力

２）共感力

３）多面的な観察力

４）人・社会・環境に対する適切な自己認識力

５）人や社会への関係形成力、関係調整力

����ＳＳＨ生徒研究員制度の試行と発展

　研究的探究活動に意欲のある生徒を発掘し、個別・グ

ループ研究を支援する。附属の先生はコーデイネーター

となり個別・グループ研究を支援する。条件として、大

学の先生の研究支援、附属の先生の支援が得られる研究

内容の方向性を提示し生徒を募集する。今年度も以下の

ようにＳＳＨ生徒研究員制度を継続する予定である。

＜目標とする学びの力＞

１）科学的な探求力

２）科学的な課題設定・課題解決力

３）科学英語文献の解釈・分析・推論・批評力

�物理プロジェクト（科学サークル）

�色素プロジェクト

�－２�名古屋大学「基礎セミナー」への参加

　これまでの生徒研究員制度では、個別・グループ研究

を大学教員の支援のもとに研究を行ってきた。この制度

を発展させ附属学校生徒が名古屋大学「基礎セミナー」

に参加して、直接大学で学び、学問研究に対する意欲・

関心を高める。

＜目標とする学びの力＞

１）科学的な探求力

２）科学的な課題設定・課題解決力

３）論理的思考力

４）表現力・コミュニケーション力

�大学と連携した多面的教育評価の３年目の実施

　本校のＳＳＨ評価は大きく分けて以下の３つの調査に

よって構成される。

１）「生徒の意識を知る調査」

→生徒の意識・情意的側面の調査

２）「思考過程を知る調査（本校の基準による調査）」

→生徒の認知的側面の調査

３）「思考過程を知る調査（外部基準による調査）」

→生徒の認知的側面を外部の基準で測る調査

　このような調査を、教育学部の教員、研究員と現場の

教師がともに考え、現場で使える成果を示す取り組みを

行った。今年度は特に以下の調査を重点的に実施した。

生徒の意識を知る調査として：

１）「サイエンス・リテラシー」に関するアンケート調査

目　　　的：本校ＳＳＨプログラム全体目標に対

する達成感に関する意識の経年変化

を追跡する。

対象と時期：全学年、１２月～年度末　年１回

実 施 状 況：１８年度２月、１９年度１２月実施、２０年

度２月実施

実 施 計 画：２１年度２月予定

研究開発の経緯
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２）科学観に対するアンケート調査

目　　　的：生徒の科学に対する意識の経年変化

を追跡する。

対象と時期：全学年、１２月～年度末　年１回

実 施 状 況：１８年度２月、１９年度１２月実施、２０年

度２月実施

実 施 計 画：２１年度１２月実施

思考過程を知る調査（本校基準による調査）として：

１）理科の自由記述型テスト

目　　　的：多様な解法がある記述解答から生徒

の思考過程、思考力を客観的に測

る。

対象・時期：高校１年生全員、事前・事後調査

（年度の早い時期と年度末の年２

回）

実 施 状 況：１８年度高校１年生実施、１９年度高校

１年・２年生実施実施

　　　　　　２０年度高校１・２年生実施

実 施 計 画：２１年度高校１・２年生実施予定

２）数学の自由記述型テスト

目　　　的：多様な解法がある記述解答から生徒

の思考過程、思考力を客観的に測

る。

対象・時期：高校１年生全員、事前・事後調査

（早い時期と年度末の年２回）

実 施 状 況：１８年度高校１年生実施、２０年度高校

１・２年生実施

実 施 計 画：２１年度より実施せず。

　　　　　　本校基準として実施してきたが、外

部基準（ＰＩＳＡ）による調査によっ

て本調査は、代用できると判断した

ため２１年度以降は実施しないことに

した。

思考過程を知る調査（外部基準による調査）として：

１）ＰＩＳＡの科学的リテラシーテスト

目　　　的：国際的な学力調査による外部基準か

ら生徒の思考過程、思考力を客観的

に測る。

対象・時期：高校１年・２年生全員、事前・事後

調査（早い時期と年度末の年２回）

実 施 状 況：１８年度高校１年生実施、１９年度高校

１年・２年生実施

　　　　　　２０年度高校１・２年生実施

実 施 計 画：２１年度高校１年生実施

�協同的探究学習法に関する実践研究

　協同的探究学習の特質を２００６年度数学�、２００７年度数

学�、２００８年度数学・国語・社会・理科で授業観察を通

して明らかにした。協同的探求学習において以下の学習

要素が重要であることを大学との連携を通して実証的に

明確にした。

１）学 習 内 容：概念的理解とスキル獲得の区分と構

造化

２）発　　　問：日常的事象に関連し、解や解法に多

様性のある問題の提示

３）学 習 環 境：各生徒による探究時間の設定と、生

徒間の問題解決過程の相互検討

４）教師の支援：生徒が発表した解法の関連づけと、

自由に意見を述べる学習観の育成

　「協同的探究学習」継続的実践の為に、これらの学習要

素を重視しより良い探究学習法を模索する。

＜基本コンセプト＞

　サイエンス・リテラシーを育む教育課程に「協同的

探究学習」を導入する。この学習プロセスにある協同

的な基礎的探究サイクルでは、生徒が既有知識を活用

し（考えを構成する）、思考過程を表現・共有し（考え

を表し・共に考える）、知識の獲得と理解を深め確かな

ものとする。協同的な発展的探究サイクルでは、獲得

した知識と理解を生かして探求する発展的課題を設定

し、深く多面的に追求する機会を与え、獲得した知識

をより深化せ、多元的な思考力を育成する。

�既存理数教科の基本方針

中・高理科

　中学理科ではすべての学年において実験・観察を重視

し、自然科学に対する基本的な態度と基本的科学実験技

術を全員が身につけるようにする。特に安全教育に配慮

し、高学年における実験がスムーズに行えるようにす

る。名大生命農学研究科附属農場と連携した野外学習を

実施する。

　また、中学理科では生徒全員が夏休みに課題研究を行

い、夏休み明けの授業で発表を行う。この活動を通して

身近な科学のおもしろさを知ることができる。さらに、

毎日の生活の中にある科学の疑問を掘り起こす機会とす

る。

　年間計画の中で大学と連携した有効な教育プログラム

を模索する。例えば、名大生命農学研究科と連携してＤ

ＮＡ鑑定技術の体験実習を行う。さらに、名大理学研究

科附属管島臨海実験所と連携し教室で学習した生物学の

内容について、実地実習を行い理解を深める。

中・高数学

　週１時間の基礎数学の時間を完全学習を目標に、必要

名古屋大学教育学部附属中・高等学校紀要　第５５集（２０１０）
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に応じクラスを２展開する。

・基礎基本定着クラス

　計算はできてもその意味が分からない生徒が増えて

いるという。それら生徒に対しては計算の意味をはじ

め数学の基礎基本の徹底をはかり、数学が分かる喜び

を味わい数学から逃避させることのないような指導の

あり方を検討する。

・発展クラス

　自ら学び自ら考える力を伸ばすため、発展的な内容

を扱う。現在学習している内容が将来どんな内容に広

がっていくかを調べさせ、それらの内容を自らの力で

学習していく態度を育成する。

・合同のＴＴによる展開

　現在までのＴＴによる授業展開では、一人の教師が

主で、他が補助員的な役割を果たしているのが実情で

ある。主、従という関係での授業のあり方ではなく、

生徒の共同作業、探求作業を取り入れた展開の中で、

効果的なＴＴのあり方を追求していく。

　高校数学においても年間の計画の中で大学と連携し

た有効な教育プログラムを模索する。このような連携

を通して既存教科としての「数学」の学習がより活性

化することが期待される。

����既存教科へのフィードバック

　サイエンス・リテラシーを育成する各プロジェクト（Ｓ

ＬＰ�、ＳＬＰ�、ＡＳＰ）と既存教科との関連性を分

析し、それぞれがどのような目標を持ち、学習内容・学

習方法においてどのような役割を果たすべきかを明確に

して行く。

　基本的には、中学・高校理科の授業で、実験・観察を

重視し、自然科学に対する基本的な態度、基本的科学実

験技術の習得を目標にした授業を展開する。中学・高校

数学の授業では、概念理解、自立的な学習、協同的学習

を重視し、数学の基礎・基本の徹底と本質的な理解・思

考・表現力を目標にする。

　また、国語、英語、社会の授業においても、ことばに

よる思考力や表現力の向上や、批判的思考力、多元的な

思考力の向上、芸術、技術・家庭、保健体育系の教科に

おいては表現力、創造力、感性の育成を目標にした授業

を展開する。

＜基本コンセプト＞

　サイエンス・リテラシーを育成する教育プログラム

と既存教科との相乗作用を目標に、それぞれの関連性

と役割分担を明確にして行く。

＜目標とする学びの力＞

　１）科学的な実験・観察力

　２）概念理解

　３）自立的な学習力

　４）ことばによる思考力と表現力

　５）多元的な思考力

　６）批判的思考力

　７）表現力、創造力、感性

�－２　研究協議会を開催し、成果と課題を公開する

　ＳＳＨ研究協議会と中高一貫研究協議会を開催し、こ

れまでの教育実践研究を公開する。

�ＳＬＰ�の教材化の継続

　ＳＬＰ�では、通常の授業では十分扱うことができな

い「地球誌」、「現代科学史」、「多文化コミュニケーショ

ン」「共生と平和の科学」といった教科横断的な分野につ

いて多元的に考える取り組みをしている。

　例えば「地球誌」の講座では、誕生時からの地球環境

の変化のように、まだ定説がはっきりしない題材につい

ては、資料の選択が重要になる。目標としている「科学

的な探究力（データの解釈・分析・推論・批評）」の向上

「論理的・多元的・批判的思考力と表現力」の育成のた

めには、目標に合った教材開発が必要となる。また、そ

れらの教材を使う場合の留意点と評価観点・評価方法の

確立も重要である。

　２００６年に書籍として『学びをつなぎ未来を拓く』（黎明

書房）を発刊した後、本校独自の教材開発は学校内での

共有に留まっている。そこで、２００８年度は他校での実践

や科学教育に役立つ形での教材開発を行うことを目標に

取り組み、教材としての資料化を試みた。

　引き続き２００９年度も、ＳＬＰ�で使用する資料等の教

材化を行う。

３．年次計画・評価計画

�第四年次（２１年度）

　研究計画

��１�ＳＬＰ�とＳＬＰ�の実践

　Ｓcience Literacy Project Iの ４ 年 目 の 実 践 と

Science Literacy Project� とAdvanced Science 

Projectの３年目を試行する。発達段階に応じた連続

性と系統性を追求しながら、サイエンス・リテラシー

を育成する各プロジェクトとキャリア意識を形成する

教育課程の関係性を視野に入れ実践する。

��２�ＳＳＨ生徒研究員制度の発展

　生徒研究員制度を発展させ、名古屋大学「基礎セミ

ナー」の授業に参加し、大学での研究を大学のフィー

ルドで直接体験する。
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�１１�

�評価計画

��１�教育課程の評価

　「サイエンス・リテラシー」の育成に資する教育課程

の開発に関する総括案を検討する。

１）研究内容の全般を評価する。

２）サイエンス・リテラシー向上の自由記述型課題評

価法に関する妥当性と信頼性を多角的に検証する。

３）協同的探究学習モデルの有効性、一般化の検証と、

指導法改善、授業改善への提言をする。

４）本教育課程の主体である学校と実際に共同する大

学・学外組織がこの教育プロジェクトをどの程度現

実的に実行可能であると考えているかの観点から

「実用性」に関する評価を行う。

��２　教育実践研究の評価

　サイエンス・リテラシー向上に関する自由記述型課

題評価法を試行し検証する。

��３　研究協議会を開催し、成果と課題を公開する

　ＳＳＨ研究協議会と中高一貫研究協議会を開催し、

これまでの教育実践研究を公開する。

��４　外部評価

　ＳＳＨ運営指導委員会を開催し、運営指導委員との

協議を通して助言を受ける。また、保護者、生徒、外

部組織からの学校評価のあり方の方針を出す。

�第五年次（２２年度）

　５年次の総合的評価の実施と結果を報告書へまとめ

る。サイエンス・リテラシーを育成する教育課程を検

証し、サイエンス・リテラシーとキャリアに関する学

びの力について教育学的総合評価を実施する。

４．研究組織の概要（経理等の事務処理体制も含
む）

�ＳＳＨ運営指導委員会

　ＳＳＨ運営指導委員会は、専門的見地からＳＳＨ全体

について指導、助言、評価を行う。大学教員・小中等教

員・学識経験者・行政機関の職員等で組織する。

�教育学部・附属学校合同運営委員会

　教育学部と附属学校の合同運営委員会で、附属学校

全般の運営とＳＳＨ研究に関する運営を合同で行う。

�学校長・副校長・学内教頭

　校長・副校長・学内教頭は、ＳＳＨ運営指導委員会、

名古屋大学をはじめとする大学・研究機関と連携しな

がら、ＳＳＨの全般的な運営を行う。

�本学事務局・本校事務室

　本学事務局（総務広報課・財務課・経理課）と教育

学部・本校事務室は、副校長・学内教頭と連携しなが

らＳＳＨの経理処理を行う。

�ＳＳＨ推進委員会・実行委員会

　附属学校ＳＳＨ推進委員（校長・副校長、教頭、本

校数学科・理科の教師）、および校外の専門家で構成

し、連携しながら教育プログラムを推進する。ＳＳＨ

実行委員会はＳＬＰ�部会、ＳＬＰ�・ＡＳＰ部会、

評価部会で構成し、それぞれの部門の研究を実践推進

する。

�教育課程委員会

　教育課程委員会は、専門部会をはじめ関係部署と連

携を図りながら、ＳＳＨの研究面とその他の教育課程

上の問題を検討し提言する。　 
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�１２�

ＳＳＨ校内研究体制

　基本的に全職員が以下の校内研究部会に所属する

�委員会の役割と委員

ＳＳＨ推進委員会

役　割：ＳＳＨ研究計画の全般の理念、方向性、実施

状況を検証し、ＳＳＨ教育プログラム推進の

中心的な役割を果たす。必要に応じて、教育

学部、他学部の委員と連携しながら方向性を

決定する。

委　員：附属学校ＳＳＨ推進委員、名大教育学部、名

大理学部、名大博物館

研究委員会

役　割：ＳＳＨ研究計画に基づいた教育計画を実践す

る。また、必要に応じて、教育学部、他学部

の委員と連携しながら教育プログラムを実行

する。

委　員：附属学校ＳＳＨ推進委員、附属学校研究部員、

名大教育学部

ＳＳＨ評価部会

役　割：サイエンス・リテラシーと自覚的なキャリア

意識について、生徒の持つ力が現在どの程度

であり、ＳＳＨ事業を進めていく中でどのよ

うに変化をしたかを大学と協同して多面的な

測定方法で評価をする。

委　員：附属学校ＳＳＨ推進委員、附属学校研究部員、

名大教育学部、学外・学内委員

 

各研究グループ

１）教科研究部会（人文社会科学系・自然科学系）

２）サイエンス・リテラシー・プロジェクト�（Science 

Literacy Project II）部会

３）アドバンスト・サイエンス・プロジェクト

（Advanced Science Project）部会

４）評価・キャリア部会

研究開発の経緯
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